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移
民
を
受
け
入
れ
る
制
度
は
、
そ
の
時
々

の
政
治
・
経
済
・
社
会
状
況
を
反
映
し
て
刻
々

と
変
わ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
受
け
入
れ
政
策
も

こ
れ
ま
で
、
た
と
え
ば
医
療
従
事
者
が
足
り

な
い
、
理
工
技
術

系
学
生
を
確
保
し

た
い
な
ど
そ
の

時
々
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
策
定
さ
れ

て
き
た
た
め
、
受

け
入
れ
ス
キ
ー
ム

数
が
八
〇
種
類
に

も
及
ぶ
な
ど
制
度

は
か
な
り
複
雑
化

し
て
い
た
。
優
秀

な
人
材
を
迅
速
に

確
保
す
る
た
め
に

は
、
複
雑
な
制
度

を
改
め
、
手
続
き

の
簡
素
化
を
図
る

必
要
が
あ
る
。
政

府
は
二
〇
〇
五
年

二
月
、
従
来
の
受

け
入
れ
政
策
を
一

つ
の
体
系
に
整
理

す
る
「
入
国
管
理

五
カ
年
計
画
」
を

最
近
の
欧
州
移
民
政
策
の
変
化
と
潮
流

　
　
　
　

国
際
研
究
部　

　

二
〇
〇
七
年
は
移
民
関
連
の
話
題
に
事
欠

か
な
い
年
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
五

月
に
サ
ル
コ
ジ
氏
が
新
大
統
領
に
就
任
し
、

新
移
民
法
を
成
立
さ
せ
た
。
内
相
時
代
か
ら

不
法
移
民
の
取
り
締
ま
り
強
化
を
は
じ
め
と

す
る
移
民
法
改
正
に
積
極
的
だ
っ
た
同
氏
に

よ
る
法
改
正
で
、
高
度
人
材
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
る
と
す
る
一
方
、
不
法
移
民
へ
の
取

り
締
ま
り
強
化
な
ど
移
民
の
管
理
強
化
姿
勢

が
鮮
明
に
な
っ
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
ブ
レ
ア
氏
か
ら
ブ
ラ
ウ

ン
氏
へ
と
政
権
が
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
、
基

本
的
に
は
労
働
党
が
推
進
す
る
積
極
的
移
民

政
策
が
踏
襲
さ
れ
た
。し
か
し
、イ
ギ
リ
ス
に

お
い
て
も
政
策
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

有
能
な
人
材
の
積
極
的
な
確
保
と
非
高
度
移

民
の
制
限
強
化
と
い
う
明
確
な
方
針
で
あ
る
。

さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
ポ
イ
ン
ト
制
が
導
入

さ
れ
、
移
民
を
五
段
階
の
レ
ベ
ル
に
階
層
化

す
る
と
い
う
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

い
ま
欧
州
を
外
観
す
る
と
、
こ
の
「
選
択

的
移
民
」
と
い
う
概
念
が
移
民
政
策
の
新
し

い
潮
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
概
念
は
二

つ
の
側
面
を
持
っ
て
い
る
。
一
つ
は
高
度
人

材
の
受
け
入
れ
促
進
で
、
も
う
一
つ
は
非
熟

練
労
働
者
の
制
限
と
不
法
労
働
者
の
管
理
強

化
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
特
に
欧
州

委
員
会
が
危
機
感
を
持
ち
、
推
進
し
て
い
る
。

　

〇
七
年
一
〇
月
、
欧
州
委
員
会
は
Ｅ
Ｕ
域

外
か
ら
の
高
度
人
材
の
受
け
入
れ
に
関
す
る

新
制
度
を
導
入
す
る
指
令
案
を
提
案
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
に
対
し
て

「
ブ
ル
ー
カ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
制
度

は
、
高
度
人
材
が
Ｅ
Ｕ
域
内
の
任
意
の
国
で

自
由
に
就
労
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
。
高

度
人
材
の
渡
航
先
と
し
て
人
気
に
水
を
あ
け

ら
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
と
い
っ
た

国
か
ら
欧
州
が
巻
き
返
し
を
図
ろ
う
と
い
う

も
の
だ
。
域
内
の
持
続
的
経
済
発
展
の
た
め

に
は
移
民
の
力
が
必
要
と
い
う
の
が
欧
州
全

体
の
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
各
国
レ
ベ
ル
に
目
を
移
す
と
、

移
民
の
受
け
入
れ―

特
に
熟
練
技
能
を
持
た

な
い
労
働
者
の
受
け
入
れ―

に
関
し
て
は
実

は
ど
の
先
進
国
も
非
常
に
慎
重
な
姿
勢
を
見

せ
て
い
る
。
同
時
に
、
合
法
的
な
滞
在
ス
テ

ー
タ
ス
を
持
た
な
い
労
働
者
に
対
し
て
は
各

国
と
も
管
理
を
強
化
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ

う
し
た
新
し
い
移
民
受
け
入
れ
ル
ー
ル
の
潮

流
が
生
ま
れ
た
背
景
に
、
移
民
が
関
与
し
た

事
件
が
最
近
増
え
て
い
る
こ
と
が
無
関
係
で

は
な
い
。
こ
う
し
た
事
件
は
主
に
過
去
に
受

け
入
れ
ら
れ
た
移
民
の
二
世
、
三
世
が
関
与

す
る
も
の
で
あ
り
、
過
去
の
移
民
政
策
に
よ

っ
て
生
じ
た
負
の
遺
産
と
も
言
え
る
。
こ
こ

で
焦
点
と
な
る
の
が
社
会
統
合
政
策
の
重
要

性
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
言
語
教
育
な
ど
社

会
統
合
政
策
を
盛
り
込
ん
だ
新
移
民
法
を
〇

七
年
七
月
に
制
定
し
た
。　

　

フ
ラ
ン
ス
の
移
民
法
改
正
も
受
入
・
統
合

契
約
を
含
む
社
会
統
合
政
策
を
強
化
し
て
い

る
。
今
後
の
欧
州
の
経
済
発
展
は
こ
の
社
会

統
合
政
策
の
成
否
が
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド

イ
ツ
を
対
象
に
、
最
近
の
移
民
政
策
改
正
の

ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
み
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
動
向

図表１　新入国管理５ヵ年計画における移民の分類
第一層 高度技能者 経済発展に貢献する高度技能を持った人 ( 科学者、企業家など )

第二層 技能労働者 国内で不足している技能を持った人 ( 看護師、教員、エンジニアなど )

第三層 低技能者 技能職種の不足に応じて人数を制限して入国する人 ( 建設労働者など )

第四層 学生

第五層 他の短期的移民 外国企業からの派遣労働者、文化交流時事起用での若者の交流等

出所：労働政策研究報告書No.59「欧州における外国人労働者受入れ制度と社会統合」（2006）より

第４階層(学生)

第３階層(低技能者)

第２階層(技能者)

第１階層(高度技能者)

第５階層(短期滞在者)

５年後に定住可能

帰国担保

図表２　新入国管理５ヵ年計画基本方針

出所：労働政策研究報告書No.59「欧州における外国人労働者受入れ制度と社会統合」（2006）より
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発
表
し
た
。
こ
の
新
規
計
画
に
よ
り
、
移
民

は
五
段
階
の
技
能
レ
ベ
ル
に
分
類
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
（
図
表
１
参
照
）。

１
．
最
近
の
制
度
改
正
の
ポ
イ

ン
ト

　

第
一
層
と
第
二
層
の
入
国
者
に
つ
い
て
は
、

従
来
の
高
度
技
能
移
民
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
同
様

に
ポ
イ
ン
ト
制
を
導
入
し
、
五
年
間
の
就
労

後
に
定
住
権
の
申
請
を
可
能
と
す
る
（
図
表

２
参
照
）。
こ
の
場
合
、
語
学
試
験
と
市
民

試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
従

来
は
四
年
間
の
就
労
後
に
定
住
権
を
申
請
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
に
、
こ
の
期
間

が
五
年
間
に
延
長
さ
れ
た
理
由
は
、
Ｅ
Ｕ
諸

国
間
と
の
関
係
と
い
う
意
味
合
い
が
強
い
。

定
住
権
を
取
得
す
る
た
め
に
、
就
労
期
間
を

満
た
す
だ
け
で
な
く
、
英
語
の
語
学
試
験
と

英
国
文
化･

慣
習
な
ど
に
関
す
る
知
識
を
問

う
市
民
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
他
国
と
同
様
の
措
置
と
言
え
る
。

　

一
方
、
低
熟
練
労
働
者
に
つ
い
て
は
査
証

期
限
の
切
れ
た
段
階
で
出
国
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
す
る
帰
国
担
保
も
今
回
改
正
で
は

強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
五
カ
年
計
画
を
ま

と
め
た
報
告
書
は
『
選
択
的
受
け
入
れ

(S
elective A

dm
ission)

』
と
い
う
も
の
で

あ
り
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
国
の
利
益
に

な
る
人
の
み
を
選
ん
で
移
住
さ
せ
、
低
熟
練

労
働
者
の
受
け
入
れ
は
制
限
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

２
．
ポ
イ
ン
ト
制
の
具
体
的
運

用
方
針

　

内
務
省
は
二
〇
〇
八
年
三
月
か
ら
段
階
的

に
導
入
さ
れ
る
「
ポ
イ
ン
ト
制
」
に
つ
い
て

の
具
体
的
運
用
方
針
を
示
し
て
い
る
。
そ
の

内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

（
１
）
欧
州
経
済
地
域
（
Ｅ
Ｅ
Ａ
）
外
か
ら

の
移
民
に
対
し
て
、
技
能
・
経
験
、
年
齢
等

に
応
じ
た
加
点
に
よ
り
、
入
国
の
是
非
を
判

定
す
る
。
受
け
入
れ
基
準
の
設
定
な
ど
、
そ

の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、「
移
民
諮
問
委
員
会

（M
igration A

dvisory C
om
m
ittee

）」（
１
）

と
、「
移
民
影
響
フ
ォ
ー
ラ
ム
（M

igration 
Im
pacts F

orum

）」（
２
）
が
政
府
に
対
し
て

提
言
や
情
報
提
供
を
行
う
。

（
２
）
港
や
空
港
で
の
国
境
管
理
体
制
の
強

化
の
方
策
と
し
て
は
、
国
境
移
民
庁

（B
order and Im

m
igration A

gency
）

に
税
関
及
び
滞
在
許
可
発
給
機

関
（U

K
V
isas

）
を
編
入
し
、

政
府
と
は
独
立
の
組
織
と
し
て

拘
束
権
な
ど
新
し
い
権
限
を
与

え
る
。
ま
た
、
出
入
国
手
続
き

の
電
子
化
（
こ
れ
に
伴
い
、
九

七
年
以
降
廃
止
さ
れ
て
い
た
出

国
管
理
を
復
活
）
や
、
難
民
認

定
作
業
の
迅
速
化
（
四
〇
％
に

つ
い
て
六
カ
月
以
内
の
解
決
を

は
か
る
）、
重
大
な
罪
を
犯
し

た
外
国
人
を
自
動
的
に
国
外
退

去
と
す
る
な
ど
、
手
続
き
の
効

率
化
を
は
か
る
。

（
３
）
Ｅ
Ｕ
域
内
や
外
国
人
（
一
部
関
係
国

除
く
）
に
対
す
る
査
証
申
請
時
の
指
紋
押
捺

の
義
務
化
と
、
国
内
に
居
住
す
る
外
国
人
へ

生
体
認
証
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
（
就
労
の
可
否
を
含

む
情
報
が
記
載
さ
れ
る
）
を
付
与
す
る
。

（
４
）
外
国
人
労
働
者
の
入
国
申
請
に
際
し

て
雇
い
主
（sponsor

）
と
な
る
資
格
を
ラ

イ
セ
ン
ス
化
し
、
不
法
移
民
を
雇
用
す
る
な

ど
の
法
律
違
反
に
対
し
て
は
、
一
万
ポ
ン
ド

以
下
の
罰
金
と
と
も
に
、
ラ
イ
セ
ン
ス
を
剥

奪
す
る
な
ど
の
措
置
を
と
る
。

（
５
）
英
語
能
力
の
証
明
を
新
た
に
要
件
と

し
て
加
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
技
能
移
民
労

働
者
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
認
定
し
た
試
験
な

ど
で
、
英
会
話
能
力
な
ど
が
一
定
水
準
以
上

で
あ
る
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

政
府
は
、
〇
六
年
の
Ｅ
Ｕ
域
外
か
ら
の
技
能

移
民
労
働
者
九
万
五
〇
〇
〇
人
の
う
ち
三
万

五
〇
〇
〇
人
が
、
政
府
の
設
定
す
る
基
準
に

達
し
て
い
な
い
と
み
て
い
る
。

３
．
最
近
の
移
民
政
策
の
評
価

　

内
務
省
は
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
、
他
省
庁

と
共
同
で
作
成
し
た
「
移
民
の
経
済
的
、
財

政
的
影
響
」
と
題
す
る
報
告
書
を
発
表
し
た
。

移
民
の
近
年
の
増
加
に
つ
い
て
、
経
済
成
長

や
財
政
状
況
の
改
善
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

高
齢
化
に
伴
う
労
働
力
不
足
緩
和
に
貢
献
し

て
い
る
な
ど
と
、
積
極
的
な
評
価
を
下
し
て

い
る
。

　

報
告
書
は
、
人
口
構
成
、
財
政
・
経
済
、

労
働
市
場
、
就
業
構
造
な
ど
の
視
点
か
ら
、

移
民
の
影
響
を
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
報
告

書
の
要
旨
は
以
下
の
と
お
り
。

（
１
）
〇
五
年
半
ば
か
ら
〇
六
年
半
ば
に
か

け
て
の
長
期
移
民
は
、
移
出
が
三
八
万
五
〇

〇
〇
人
、
移
入
が
五
七
万
四
〇
〇
〇
人
で
、

一
八
万
九
〇
〇
〇
人
の
流
入
超
過
と
な
っ
た
。

今
後
は
年
一
九
万
人
の
ペ
ー
ス
で
移
民
が
増

加
す
る
と
推
計
し
て
い
る
。

（
２
）
移
民
は
税
収
等
の
面
で
政
府
収
入
の

一
〇
％
に
貢
献
す
る
一
方
で
、
各
種
給
付
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
、
政
府
支
出
の
九
・

一
％
相
当
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
し
て
い

る
。
長
期
的
に
は
、
財
政
改
善
や
労
働
力
不

足
の
緩
和
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
化

に
伴
う
国
民
負
担
率
の
増
加
幅
を
押
し
下
げ

る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
移
民
の
経
済
成
長

へ
の
寄
与
は
〇
六
年
で
約
六
〇
億
ポ
ン
ド
と

推
定
さ
れ
る
。

（
３
）
労
働
力
人
口
に
占
め
る
外
国
人
（
国

外
出
生
者
）
の
比
率
は
、一
九
九
七
年
の
七
・

四
％
か
ら
〇
六
年
に
は
一
二
・
五
％
に
増
加
。

外
国
人
の
就
業
率
（
六
八
％
）
は
上
昇
し
て

お
り
、
イ
ギ
リ
ス
人
（
七
五
％
）
と
の
差
は

縮
小
傾
向
に
あ
る
。
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
の

平
均
で
比
較
し
た
場
合
、
技
能
水
準
は
イ
ギ

リ
ス
国
籍
労
働
者
よ
り
高
く
、
よ
り
高
度
な

職
業
に
就
い
て
い
る
比
率
が
高
い
。
こ
の
結

果
、
〇
六
年
の
週
当
た
り
平
均
収
入
額
の
四

二
四
ポ
ン
ド
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
労
働
者
の
平

均
で
あ
る
三
九
五
ポ
ン
ド
を
上
回
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
近
年
の
外
国
人
の
賃
金
水
準
の
低

下
と
イ
ギ
リ
ス
人
労
働
者
に
お
け
る
上
昇
に

よ
り
、
そ
の
差
は
〇
一
年
の
七
六
ポ
ン
ド
か

ら
〇
六
年
に
は
二
八
ポ
ン
ド
へ
と
縮
小
し
て

い
る
。
な
お
、
失
業
へ
の
影
響
は
観
察
さ
れ

て
い
な
い
。

（
４
）
新
規
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
で
あ
る
東
欧
諸
国

（
Ａ
８
）（
３
）
の
移
民
に
つ
い
て
は
、
業
種

別
に
は
流
通
・
ホ
テ
ル
・
飲
食
店
業
（
二
四

％
）、
製
造
業
（
二
一
％
）、
建
設
業
（
一
四

％
）
な
ど
で
比
率
が
高
い
。

（
５
）
Ａ
８
を
除
い
た
外
国
人
の
業
種
・
職

種
別
の
分
布
は
、
建
設
業
で
比
率
が
低
く
、
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移
民
が
出
身
国
か
ら
配
偶
者
や
子
ど
も
を
呼

び
寄
せ
る
こ
と
が
一
般
的
と
な
り
、
移
民
数

の
増
加
傾
向
は
そ
の
後
も
続
い
た
（
４
）。

　

以
降
、フ
ラ
ン
ス
政
府
は「
労
働
力
導
入
」

か
ら
「
移
民
流
入
の
抑
制
」
と
「
正
規
滞
在

移
民
の
フ
ラ
ン
ス
社
会
へ
の
統
合
」
を
柱
と

し
た
移
民
政
策
を
す
す
め
て
き
た
。

　

九
七
年
後
半
以
降
の
景
気
回
復
を
背
景
と

す
る
雇
用
環
境
の
改
善
や
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
進
化
、
少
子
高
齢
化
、
そ
し
て
Ｅ
Ｕ
拡
大

等
、
フ
ラ
ン
ス
を
取
り
巻
く
経
済
・
社
会
状

況
の
大
き
な
変
化
の
な
か
で
、
こ
う
し
た
移

民
政
策
に
新
た
な
視
点
が
加
わ
る
。
そ
れ
は
、

未
熟
練
労
働
者
の
受
け
入
れ
は
抑
制
す
る
が
、

フ
ラ
ン
ス
の
経
済
・
社
会
発
展
へ
の
貢
献
度

が
高
い
外
国
人
の
高
技
能
労
働
者
に
つ
い
て

は
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。

　

こ
う
し
た
移
民
政
策
の
「
二
極
化
」
は
、

サ
ル
コ
ジ
大
統
領
が
内
相
を
務
め
た
〇
六
年

に
成
立
し
た
新
た
な
移
民
法
で
、
さ
ら
に
強

調
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
〇
七
年

一
一
月
に
は
、
〇
六
年
移
民
法
よ
り
も
家
族

の
呼
び
寄
せ
条
件
を
さ
ら
に
強
化
す
る
移
民

管
理
法
が
成
立
し
た
。

１
．
二
〇
〇
六
年
移
民
法
〜
移

民
の
選
別
と
社
会
統
合
の
強

化
へ
〜

　

二
〇
〇
六
年
移
民
法
は
、（
１
）
移
民
流
入

の
抑
制
、（
２
）
移
民
選
別
の
促
進
、（
３
）
移

民
の
社
会
統
合
策
の
強
化―

―

の
三
つ
の
柱

で
構
成
さ
れ
る
。

（
１
）
移
民
流
入
の
抑
制

　

移
民
流
入
の
抑
制
は
、
既
に
〇
三
年
一
一

月
の
「
移
民
の
抑
制
、
外
国
人
の
滞
在
お
よ

び
国
籍
取
得
に
関
す
る
法
律
（
通
称
：
サ
ル

コ
ジ
法
）」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

同
法
は
、「
移
民
の
寛
大
な
受
け
入
れ
」と「
非

合
法
の
移
民
流
入
ル
ー
ト
に
対
す
る
取
締
り

強
化
」
を
主
な
目
的
と
し
、
質
の
高
い
移
民

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
寛
大
で
あ
る
一
方

で
、
非
合
法
移
民
に
つ
い
て
は
厳
し
く
取
り

締
ま
る
と
の
方
針
を
明
示
し
て
い
る
。

　

〇
六
年
移
民
法
で
は
、
非
合
法
移
民
の
入

国
取
締
り
を
さ
ら
に
強
化
し
、
移
民
流
入
の

抑
制
を
図
っ
た
。

　

滞
在
許
可
に
つ
い
て
は
、
一
〇
年
以
上
の

滞
在
を
証
明
で
き
る
不
法
滞
在
者
に
対
す
る

正
規
滞
在
許
可
証
の
自
動
交
付
制
度
を
廃
止
。

ま
た
、
移
民
の
家
族
呼
び
寄
せ
の
権
利
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
一
年
の
正
規
滞
在

後
」
か
ら
「
一
八
カ
月
（
一
年
半
）
の
正
規

滞
在
後
」
に
変
更
し
た
。
た
だ
し
、
申
請
に

は
、（
家
族
手
当
な
ど
諸
手
当
を
除
く
）
勤
労

所
得
が
少
な
く
と
も
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
（
法
定
最
低

賃
金
）（
５
）
以
上
で
あ
る
こ
と
、
フ
ラ
ン
ス

共
和
国
の
法
律
を
遵
守
す
る
こ
と
の
証
明
を

フ
ラ
ン
ス
の
動
向

　

歴
史
的
に
多
く
の
移
民
を
受
け
入
れ
て
き

た
フ
ラ
ン
ス
は
、
一
九
七
四
年
に
就
労
を
目

的
と
し
た
移
民
の
受
け
入
れ
を
停
止
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
既
に
労
働
者
と
し
て
フ
ラ
ン

ス
に
入
国
し
居
住
し
て
い
る
外
国
人
の
家
族

の
合
流
は
認
め
て
い
た
た
め
、
定
住
化
し
た

専
門
的
業
務
で
高
い
こ
と
を
除
け
ば
、
イ
ギ

リ
ス
人
と
大
き
な
違
い
は
認
め
ら
れ
な
い
。

４
．
新
移
民
政
策
の
課
題

　

こ
の
よ
う
な
政
府
に
よ
る
新
移
民
政
策
の

積
極
的
評
価
に
対
し
て
、
移
民
の
増
加
を
否

定
的
に
と
ら
え
る
向
き
も
少
な
く
な
い
。
と

く
に
移
民
の
急
激
な
増
加
に
よ
る
公
共
サ
ー

ビ
ス
面
の
拡
大
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
地

方
自
治
体
か
ら
は
財
政
支
援
を
政
府
に
求
め

る
声
が
出
て
い
る
。

　

二
〇
〇
七
年
一
一
月
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と

ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
地
方
自
治
体
が
構
成
す
る
地

方
自
治
体
協
会（L

ocal G
overnm

ent 
A
ssociation

：
Ｌ
Ｇ
Ａ
）
は
、
独
自
の
調

査
を
も
と
に
、
Ａ
８
な
ど
か
ら
の
移
民
の
増

加
が
地
域
に
及
ぼ
し
て
い
る
影
響
に
つ
い
て

報
告
書
を
発
表
し
た
。
移
民
の
急
激
な
増
加

が
教
育
・
住
宅
供
給
・
医
療
な
ど
地
域
の
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
を
難
し
く
し
て
い
る
、

と
い
う
の
が
そ
の
内
容
だ
。
ま
た
、
犯
罪
の

被
害
に
さ
ら
さ
れ
や
す
い
移
民
や
貧
困
家
庭

の
児
童
の
保
護
の
必
要
性
も
併
せ
て
指
摘
し

て
い
る
。
Ｌ
Ｇ
Ａ
は
こ
れ
ら
の
問
題
へ
の
対

策
費
と
し
て
、
新
た
に
年
二
億
五
〇
〇
〇
万

ポ
ン
ド
の
予
算
投
入
を
政
府
に
要
請
、
ま
た

調
査
等
に
よ
る
デ
ー
タ
の
整
備
や
実
態
把
握

や
、
地
域
の
実
状
に
沿
っ
た
予
算
配
分
な
ど

を
求
め
て
い
る
。

　

地
域
で
の
外
国
人
統
合
政
策
の
必
要
性
に

つ
い
て
は
政
府
も
認
め
て
お
り
、
〇
七
年
一

〇
月
、
政
府
は
今
後
三
年
間
で
五
〇
〇
〇
万

ポ
ン
ド
を
新
た
に
投
入
す
る
政
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
導
入
を
決
定
し
た
（
〇
七
年
の
予
算
額

は
二
〇
〇
万
ポ
ン
ド
）。
こ
れ
ま
で
柱
と
し

て
き
た
外
国
人
に
対
す
る
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
や
、

特
定
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
宗
教
グ
ル
ー
プ
等

を
代
表
す
る
団
体
へ
の
援
助
と
い
っ
た
支
出

内
容
を
見
直
し
、
英
語
教
育
な
ど
で
外
国
人

の
社
会
統
合
を
支
援
す
る
団
体
へ
の
財
政
援

助
に
転
換
し
て
い
く
。
ま
た
併
せ
て
、
移
民

増
加
に
よ
る
摩
擦
に
対
応
す
る
専
門
家
チ
ー

ム
を
地
域
ご
と
に
設
置
す
る
と
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
一
方
で
、
外
国
人
向
け
英
語
コ
ー

ス
（E

nglish for S
peakers of O

ther 
L
anguages

：
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
）
の
無
料
提
供
を

原
則
廃
止
し
、受
講
者（
も
し
く
は
雇
用
主
）

に
費
用
の
一
部
を
負
担
さ
せ
た
、
よ
り
簡
易

な
「
仕
事
向
け
」
英
語
コ
ー
ス
（E

S
O
L
 

for W
ork

）
を
新
設
す
る
な
ど
の
効
率
化

も
進
め
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
受
講
期
間
の

短
期
化
に
よ
る
大
量
の
受
講
待
ち
の
解
消
と

と
も
に
、
現
在
仕
事
が
あ
っ
て
長
期
滞
在
を

認
め
ら
れ
て
い
る
移
民
に
対
し
て
、
優
先
的

に
受
講
資
格
を
与
え
、
実
用
的
な
英
語
の
習

得
に
よ
る
生
活
の
向
上
を
支
援
す
る
意
図
が

あ
る
。
Ｌ
Ｇ
Ａ
報
告
書
は
、
社
会
統
合
政
策

に
お
け
る
英
語
教
育
の
重
要
性
を
強
く
主
張

し
、
こ
う
し
た
効
率
化
の
方
針
に
も
再
検
討

を
促
し
て
い
る
。
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必
要
と
す
る
。

　

さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
有
す
る
者
と

の
婚
姻
関
係
に
基
づ
く
正
規
滞
在
許
可
証
の

申
請
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
結
婚
後

二
年
」
か
ら
「
結
婚
後
三
年
」
に
改
正
し
た
。

こ
れ
は
、
正
規
滞
在
許
可
証
の
取
得
を
目
的

と
し
た
偽
装
結
婚
の
防
止
が
狙
い
と
さ
れ
る
。

（
２
）
移
民
選
別
の
促
進

　

二
〇
〇
六
年
移
民
法
で
は
移
民
流
入
の
抑

制
を
強
化
す
る
一
方
で
、「
移
民
選
別
の
促

進
」
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
フ
ラ
ン

ス
経
済
・
社
会
の
需
要
に
沿
っ
て
労
働
力
を

選
別
し
、
経
済
、
科
学
、
文
化
お
よ
び
人
道

に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
で
き
る
よ

う
な
外
国
人
の
み
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る

と
い
う
方
針
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
能
力
と
才
能
の
あ
る
外
国
人
を
対

象
に
三
年
間
有
効
か
つ
更
新
可
能
な
滞
在
許

可
証
を
新
た
に
創
設
し
た
。
こ
の
「
能
力
・

才
能
」
滞
在
許
可
証
を
取
得
で
き
る
外
国
人

は
、「
フ
ラ
ン
ス
経
済
の
発
展
や
フ
ラ
ン
ス
の

地
位
向
上
に
寄
与
す
る
」
と
考
え
ら
れ
る
者

で
、
具
体
的
に
は
研
究
者
・
科
学
者
や
情
報

処
理
技
術
者
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
マ

ー
な
ど
）、
芸
術
家
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど

を
想
定
し
て
い
る
。

　

学
生
の
場
合
に
は
、
出
身
国
で
の
専
門
的

研
究
が
有
意
義
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
滞
在
許

可
証
の
交
付
お
よ
び
更
新
が
簡
素
化
さ
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
を
留
学
先
に
選
ん
だ
学
生
の
便
宜

を
図
る
た
め
、
査
証
の
交
付
や
高
等
教
育
機

関
へ
の
事
前
登
録
を
ま
と
め
て
行
う
サ
ー
ビ

ス
機
関
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
専
門
研
究
セ
ン

タ
ー
（
Ｃ
Ｅ
Ｆ
）
を
設
置
す
る
。
ま
た
、
フ

ラ
ン
ス
で
高
等
教
育
の
修
士
以
上
の
資
格
を

取
得
し
た
外
国
人
学
生
に
つ
い
て
は
最
大
六

カ
月
間
の
仮
滞
在
を
許
可
す
る
。
こ
の
間
に

就
職
活
動
お
よ
び
就
労
が
可
能
と
な
り
、
雇

用
先
を
見
つ
け
た
場
合
に
は
滞
在
許
可
が
取

得
可
能
と
な
っ
た
。

（
３
）
社
会
統
合
策
の
強
化

　

移
民
の
流
入
規
制
、
選
別
化
の
促
進
と
と

も
に
二
〇
〇
六
年
移
民
法
の
重
要
な
柱
と
さ

れ
る
の
が
、
移
民
の
社
会
統
合
の
促
進
で
あ

る
。
新
規
移
民
全
員
に
、「
受
入
・
統
合
契
約

（C
A
I 

：

C
ontrat d'accueil et 

d'integration

）」
が
義
務
化
さ
れ
た
。
同
契

約
は
、
移
民
の
社
会
統
合
促
進
を
目
的
と
し

て
〇
三
年
七
月
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
新

規
に
滞
在
許
可
を
申
請
す
る
移
民
者
と
フ
ラ

ン
ス
共
和
国
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
。
移
民

者
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
や
市
民
教
育
講
座
に
出

席
す
る
こ
と
を
約
束
し
、
そ
れ
に
対
し
て
国

家
は
就
職
や
生
活
・
教
育
等
に
関
す
る
情
報

の
提
供
や
各
種
支
援
を
保
障
す
る
。

　

初
め
て
滞
在
許
可
を
取
得
し
、
永
続
的
な

滞
在
を
希
望
す
る
移
民
は
、
同
契
約
に
従
っ

て
、
市
民
・
語
学
教
育
を
受
け
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
さ
ら
に
、
一
〇
年
間
の
滞
在
許
可

証
を
取
得
す
る
に
は
、
①
フ
ラ
ン
ス
共
和
国

憲
法
の
遵
守
と
諸
原
則
の
尊
重
に
関
す
る
誓

約
②
そ
れ
ら
諸
原
則
の
実
際
の
尊
重
③
フ
ラ

ン
ス
語
に
関
す
る
十
分
な
知
識―

―

を
三
要

件
と
す
る
「
統
合
条
件
」
を
満
た
し
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
．
移
民
規
制
強
化
法
の
成
立

〜
家
族
呼
び
寄
せ
の
条
件
を

一
段
と
厳
格
化
〜 

　

二
〇
〇
七
年
五
月
に
大
統
領
に
就
任
し
た

サ
ル
コ
ジ
氏
は
、
移
民
・
統
合
・
国
家
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
共
同
開
発
省
（M

inistère 
de l

’Im
m
igration, de l

’Intégration, 
de l

’Identité nationale et du 
C
odéveloppem

ent

）
を
創
設
し
、
側
近
の

ブ
リ
ス
・
オ
ル
ト
フ
氏
を
大
臣
に
指
名
、
六

月
に
は
家
族
呼
び
寄
せ
の
条
件
を
さ
ら
に
厳

格
化
す
る
法
案
を
国
会
に
提
出
す
る
な
ど
、

就
任
早
々
、
改
め
て
移
民
規
制
の
強
化
に
動

き
出
し
た
。
法
案
は
九
月
一
八
日
か
ら
国
会

審
議
に
入
り
、
与
党
の
賛
成
多
数
で
一
〇
月

二
三
日
に
国
会
を
通
過
、
一
一
月
二
〇
日
に

成
立
し
た
。

　

今
回
の
移
民
規
制
強
化
法
（「
移
民
の
管

理
・
参
入
・
亡
命
者
の
庇
護
権
に
関
す
る
法

律
」）
に
よ
る
と
、
す
で
に
フ
ラ
ン
ス
に
在

住
し
て
い
る
者
の
一
六
歳
以
上
の
家
族
が
入

国
・
滞
在
を
希
望
す
る
場
合
、
フ
ラ
ン
ス
語

の
語
学
力
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の
理
念

に
関
す
る
知
識
を
証
明
す
る
テ
ス
ト
を
受
け

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
合
格
ラ
イ
ン
に
達
し

な
か
っ
た
場
合
、
最
長
で
二
カ
月
の
研
修
を

受
け
、
そ
の
修
了
証
書
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
る
。
テ
ス
ト
お
よ
び
研
修
は
フ
ラ
ン
ス
で

は
な
く
入
国
希
望
者
の
現
在
の
居
住
国
に
お

い
て
実
施
す
る
。

　

家
族
を
呼
び
寄
せ
る
た
め
に
は
、
住
居
と

家
族
手
当
等
を
受
給
せ
ず
に
生
活
で
き
る
だ

け
の
収
入
が
あ
る
こ
と
を
証
明
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
収
入
条
件
に
つ
い
て
は
、
〇
六

年
移
民
法
で「（
家
族
の
規
模
に
か
か
わ
ら

ず
）
少
な
く
と
も
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
以
上
の
収
入
が

あ
る
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、
こ
の
条
件
を
さ
ら

に
強
化
し
、
諸
手
当
を
除
く
収
入
が
「
家
族

の
規
模
に
よ
り
、
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
と
同
額
か
ら
Ｓ

Ｍ
Ｉ
Ｃ
の
一
・
二
倍
ま
で
」
と
定
め
ら
れ
た
。

　

家
族
呼
び
寄
せ
制
度
に
よ
っ
て
入
国
す
る

家
族
は
全
員
が
「
受
入
・
統
合
契
約
」
に
署

名
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
法
案
で
は
、
同

契
約
に「
親
の
権
利
と
義
務
に
関
す
る
研
修
」

を
盛
り
込
み
、
親
に
子
供
の
フ
ラ
ン
ス
社
会

へ
の
同
化
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
語
の
能
力
の
向

上
に
つ
い
て
誓
約
を
求
め
て
い
る
。
契
約
に

反
し
た
場
合
は
、
家
族
手
当
支
給
の
減
額
な

い
し
停
止
も
あ
り
う
る
。

　

今
回
の
法
案
審
議
中
、
特
に
国
中
に
議
論

を
巻
き
起
こ
し
た
の
は
、
与
党
・
Ｕ
Ｍ
Ｐ
党

議
員
に
よ
る
「
家
族
呼
び
寄
せ
の
際
に
血
縁

関
係
を
調
べ
る
た
め
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
求
め

る
」
と
い
う
修
正
案
で
あ
る
。
こ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

鑑
定
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に
以
下
の
よ
う

な
内
容
と
な
っ
た
。

　

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
は
強
制
で
は
な
く
任
意
で
行

わ
れ
る
。
し
か
し
、
拒
否
す
れ
ば
査
証
の
発

給
は
難
し
い
。
当
初
申
請
者
自
身
に
よ
る
負

担
と
さ
れ
て
い
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
国
が

負
担
す
る
。
対
象
者
は
、
家
族
関
係
を
証
明

す
る
行
政
上
の
シ
ス
テ
ム
（
戸
籍
な
ど
）
が

存
在
し
な
い
か
、
そ
の
不
備
が
目
立
つ
国
の

者
に
限
定
し
、
対
象
国
は
政
令
に
よ
り
定
め

る
。
裁
判
官
の
許
可
お
よ
び
査
証
申
請
者
の

書
面
に
よ
る
同
意
が
必
要
で
、
母
子
関
係
の
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（
２
）
移
民
に
統
合
コ
ー
ス
（
ド
イ
ツ
語
、

法
令
・
文
化
・
歴
史
）
へ
の
参
加
を
義
務
づ

け
る
。
参
加
を
拒
む
者
に
は
最
高
一
〇
〇
〇

ユ
ー
ロ
の
科
料
を
課
し
、
社
会
扶
助
の
一
部

（
最
高
三
〇
％
）
を
削
減
す
る
。

（
３
）
Ｅ
Ｕ
市
民
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
新

し
い
無
期
限
の
滞
在
資
格
と
し
て
「
欧
州
共

同
体
長
期
滞
在
許
可
」
を
創
設
す
る
。

（
４
）
刑
法
手
続
き
に
協
力
す
る
こ
と
に
同

意
し
た
人
身
売
買
被
害
者
に
対
す
る
一
時
的

滞
在
権
を
創
設
す
る
。

（
５
）
研
究
者
に
対
す
る
特
別
滞
在
資
格
、

お
よ
び
他
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
大
学
に
入
学
を

認
め
ら
れ
た
学
生
に
対
す
る
特
別
滞
在
資
格

を
導
入
す
る
。

（
６
）
難
民
保
護
に
関
す
る
実
体
法
上
の
条

件
と
そ
れ
に
伴
う
身
分
権
、
難
民
手
続
き
の

形
式
、
難
民
申
請
者
の
生
活
条
件
な
ど
、
Ｅ

Ｕ
難
民
法
の
中
心
的
要
素
を
す
べ
て
適
用
す

る
。

（
７
）
ド
イ
ツ
に
投
資
し
、
雇
用
を
創
出
す

る
外
国
人
に
認
め
ら
れ
る
移
住
の
前
提
条
件

に
つ
い
て
、
最
低
投
資
総
額
を
一
〇
〇
万
ユ

ー
ロ
か
ら
五
〇
万
ユ
ー
ロ
に
、
創
出
す
べ
き

雇
用
数
も
一
〇
人
か
ら
五
人
に
緩
和
す
る
。

（
８
）
人
道
的
理
由
に
よ
り
ド
イ
ツ
で
の
滞

在
を
一
時
的
に
容
認
さ
れ
て
い
る
外
国
人
に

対
し
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
、

〇
九
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
の
期
限
付
き
滞

在
権
お
よ
び
労
働
市
場
へ
の
参
入
権
を
与
え

る
。
そ
の
前
提
条
件
は
、
①
〇
七
年
七
月
一

日
現
在
、
独
身
者
は
八
年
以
上
、
未
成
年
の

子
供
が
い
る
家
族
は
六
年
以
上
、
ド
イ
ツ
に

滞
在
し
て
い
る
②
統
合
へ
の
意
欲
を
示
し
て

い
る
③
十
分
な
居
住
空
間
を
備
え
て
い
る
④

十
分
な
ド
イ
ツ
語
の
知
識
を
持
っ
て
い
る
⑤

外
国
人
局
に
故
意
の
偽
証
を
行
っ
た
こ
と
が

な
い―

―

こ
と
な
ど
。
ま
た
、
就
労
に
よ
っ

て
十
分
な
生
活
費
を
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い

外
国
人
は
、
以
前
の
受
給
額
を
上
回
ら
な
い

社
会
給
付
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な

お
、
一
〇
年
一
月
一
日
以
降
は
、
外
国
人
が

将
来
に
わ
た
っ
て
生
活
費
を
確
保
で
き
、
過

去
に
就
労
し
て
い
た
事
実
を
証
明
で
き
る
場

合
、
滞
在
許
可
が
延
長
さ
れ
る
。
外
国
人
の

子
供
は
、
緩
和
さ
れ
た
条
件
に
基
づ
き
独
自

の
滞
在
許
可
を
取
得
で
き
る
。

２
．
統
合
サ
ミ
ッ
ト

　

連
邦
政
府
の
資
料
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
に

は
二
〇
〇
五
年
時
点
で
「
移
民
の
背
景
を
有

す
る
人
々
」
が
、
総
人
口
の
五
分
の
一
に
相

当
す
る
約
一
五
〇
〇
万
人
い
た
と
い
う
。
こ

の
中
に
は
、
外
国
籍
を
有
す
る
外
国
人
約
七

〇
〇
万
人
の
ほ
か
、
一
九
世
紀
に
ソ
連
や
東

欧
諸
国
に
移
住
し
た
ド
イ
ツ
人
の
子
孫
で
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ド
イ
ツ
民
族
で
あ
る

こ
と
を
理
由
に
迫
害
を
受
け
、
そ
の
後
人
道

的
見
地
か
ら
ド
イ
ツ
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
帰

　

ド
イ
ツ
は
二
〇
〇
七
年
に
移
民
法
を
改
正

し
た
（
６
）。
今
回
の
改
正
は
、
〇
五
年
一

月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
移
民
法
を
、
移
民
の

社
会
統
合
促
進
、
治
安
対
策
、
外
国
人
・
難

民
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
指
令
の
適
用
の
観
点
か
ら

修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
改
正
の
要
旨
は
以

下
の
と
お
り
。

１
．
移
民
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

（
１
）
呼
び
寄
せ
る
外
国
人
配
偶
者
の
最
低

年
齢
を
一
六
歳
か
ら
一
八
歳
に
引
き
上
げ
る
。

ま
た
、
呼
び
寄
せ
る
配
偶
者
に
簡
単
な
ド
イ

ツ
語
知
識
が
あ
る
こ
と
の
証
明
を
義
務
付
け

る
。
も
し
偽
装
結
婚
の
疑
い
が
あ
る
場
合
、

入
国
を
拒
否
で
き
る
。

み
に
実
施
さ
れ
る
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
は
〇
九
年

一
二
月
三
一
日
ま
で
試
験
的
に
実
施
す
る
。

　

こ
の
修
正
案
に
は
、
野
党
や
人
権
保
護
団

体
か
ら
一
斉
に
反
対
の
声
が
上
が
っ
た
。
国

家
倫
理
諮
問
委
員
会
は
一
〇
月
四
日
、「
外
国

人
の
み
を
対
象
と
す
る
遺
伝
学
上
の
身
元
確

認
は
フ
ラ
ン
ス
の
法
の
精
神
に
反
す
る
」
と

の
判
断
を
下
し
て
い
る
。
国
民
か
ら
も
疑
問

の
声
が
あ
が
り
、
一
〇
月
二
〇
日
に
は
約
四

〇
都
市
で
抗
議
運
動
が
行
わ
れ
た
。

３
．
徹
底
し
た
移
民
の
選
別
化

を
図
る
サ
ル
コ
ジ
大
統
領

　

サ
ル
コ
ジ
大
統
領
は
、「
移
民
に
対
し
て
開

か
れ
た
国
で
あ
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
誰
が
フ
ラ
ン
ス
に
滞
在
す
べ
き
で
誰
が

滞
在
す
べ
き
で
な
い
か
を
決
め
る
権
利
は
、

当
然
フ
ラ
ン
ス
自
身
に
あ
る
」
と
常
に
主
張

し
て
き
た
。

　

政
府
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
五
年
に

一
八
万
五
〇
〇
〇
人
の
外
国
人
に
滞
在
許
可

証
が
発
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
九
万
四
五

〇
〇
人
が
家
族
呼
び
寄
せ
に
よ
る
も
の
で
、

次
い
で
学
生
が
四
万
九
〇
〇
〇
人
。
経
済
的

需
要
に
応
え
る
移
民
は
一
万
三
〇
〇
〇
人
で
、

全
体
の
七
％
に
過
ぎ
な
い
。

　

国
が
必
要
と
す
る
移
民
、
フ
ラ
ン
ス
の
経

済
・
社
会
的
発
展
に
寄
与
す
る
移
民
の
み
を

受
け
入
れ
る
と
い
う
「
移
民
の
選
別
化
」
を

主
張
す
る
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
は
、
こ
の
七
％

に
過
ぎ
な
い
経
済
的
需
要
に
応
え
る
移
民
を

五
〇
％
に
ま
で
引
き
上
げ
る
よ
う
、
七
月
九

日
に
オ
ル
ト
フ
ー
移
民
大
臣
に
通
達
を
出
し

て
い
る
。

　

内
相
時
代
に
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
移
民

割
当
数
政
策
に
も
積
極
的
だ
。
オ
ル
ト
フ
ー

移
民
大
臣
は
大
統
領
の
指
示
を
受
け
て
、
入

国
制
限
と
憲
法
の
見
直
し
を
検
証
す
る
委
員

会
を
〇
八
年
二
月
に
設
置
し
た
。
同
時
に
、

難
民
及
び
庇
護
申
請
者
を
除
き
「
フ
ラ
ン
ス

に
お
け
る
移
民
を
全
体
的
に
統
制
す
る
た
め

に
、
国
内
の
ニ
ー
ズ
及
び
受
け
入
れ
能
力
を

考
慮
し
て
入
国
及
び
滞
在
を
許
可
す
る
移
民

数
を
毎
年
決
定
す
る
」
方
針
を
明
ら
か
に
し

た
。

　

サ
ル
コ
ジ
大
統
領
は
、
自
身
の
徹
底
し
た

「
移
民
の
選
別
化
と
社
会
統
合
の
促
進
策
」

を
ど
う
成
功
に
導
く
の
か
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の

導
入
な
ど
、
国
民
の
反
発
の
声
も
強
ま
っ
て

い
る
中
で
、
そ
の
行
方
が
注
目
さ
れ
る
。

ド
イ
ツ
の
動
向
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還
移
住
者
な
ど
、
約
八
〇
〇
万
人
の
ド
イ
ツ

国
籍
保
持
者
が
含
ま
れ
る
。
帰
還
移
住
者
は

申
請
す
れ
ば
ド
イ
ツ
国
籍
を
簡
単
に
取
得
で

き
、
ド
イ
ツ
入
国
後
に
生
ま
れ
た
子
供
に
も

そ
の
地
位
が
承
継
さ
れ
た
。
し
か
し
、
九
三

年
に
受
け
入
れ
手
続
き
が
厳
格
化
さ
れ
、
子

供
へ
の
地
位
の
承
継
は
廃
止
さ
れ
た
。
こ
れ

以
降
に
帰
還
し
た
人
々
は
後
期
帰
還
移
住
者

と
し
て
区
別
さ
れ
る
。
後
期
帰
還
移
住
者
の

中
に
は
、
ド
イ
ツ
国
籍
を
持
ち
な
が
ら
、
ド

イ
ツ
語
を
話
せ
な
い
者
が
多
く
、
こ
れ
ら
の

人
々
の
ド
イ
ツ
社
会
へ
の
統
合
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
３
参
照
）。

　

政
府
は
〇
六
年
七
月
一
四
日
と
〇
七
年
七

月
一
二
日
の
二
回
、
移
民
の
統
合
政
策
を
協

議
す
る
た
め
の
統
合
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
た
の
は
連
邦
政
府
、
地

方
自
治
体
、
移
民
団
体
の
代
表
や
有
識
者
な

ど
。
第
二
回
統
合
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
専
門
家

が
六
つ
の
作
業
部
会
に
分
か
れ
て
議
論
し
、

約
四
〇
〇
の
誓
約
を
含
む「
国
家
統
合
計
画
」

が
採
択
さ
れ
た
。
国
家
統
合
計
画
に
は
、
連

邦
政
府
、
州
お
よ
び
市
町
村
、
労
働
組
合
、

企
業
、
財
団
、
協
会
な
ど
、
数
多
く
の
団
体

に
よ
る
統
合
改
善
の
た
め
の
誓
約
や
移
民
団

体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

併
せ
て
政
府
は
一
一
年
ま
で
毎
年
七
億
五

〇
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
を
統
合
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
予
算
に
割
り
当
て
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

統
合
コ
ー
ス
の
内
容
を
拡
充
し
、
若
者
、
母

親
、
文
盲
者
な
ど
の
必
要
に
合
わ
せ
た
コ
ー

ス
を
提
供
す
る
。
語
学
コ
ー
ス
の
受
講
時
間

数
を
現
在
の
六
〇
〇
時
間
か
ら
九
〇
〇
時
間

に
延
長
し
、
よ
り
少
人
数
の
ク
ラ
ス
で
実
施

す
る
。

　

ま
た
、
移
住
経
験
の
あ
る
企
業
経
営
者
の

協
力
を
得
て
一
〇
年
ま
で
に
一
万
の
研
修
生

ポ
ス
ト
を
確
保
し
、
若
年
移
民
の
就
労
へ
の

移
行
を
支
援
す
る
。
若
年
移
民
の
た
め
の
奨

学
金
制
度
も
充
実
さ
せ
る
。

３
．
統
合
コ
ー
ス
に
係
る
法
律

の
改
正

　

連
邦
政
府
は
国
家
統
合
計
画
に
盛
り
込
ま

れ
た
統
合
コ
ー
ス
の
最
適
化
に
向
け
た
行
動

計
画
を
実
行
に
移
す
財
源
と
し
て
一
四
〇
〇

万
ユ
ー
ロ
の
予
算
を
増
額
し
、
二
〇
〇
八
年

度
の
統
合
予
算
と
し
て
一
億
五
五
〇
〇
万
ユ

ー
ロ
を
計
上
し
た
。
統
合
コ
ー
ス
法
に
か
か

わ
る
法
律
改
正
案
の
骨
子
は
次
の
と
お
り
。

（
１
）
統
合
コ
ー
ス
の
効
果
を
高
め
る
た
め

に
柔
軟
性
の
あ
る
時
間
割
り
を
導
入
す
る
と

と
も
に
（
最
高
助
成
時
間
一
二
〇
〇
時
間
ま

で
）、
反
復
受
講
の
可
能
性
を
定
め
る
。

（
２
）
若
年
層
、
女
性
を
対
象
と
す
る
統
合

コ
ー
ス
お
よ
び
文
盲
や
特
殊
な
言
語
教
育
支

援
を
必
要
と
す
る
人
々
を
対
象
と
す
る
統
合

コ
ー
ス
で
は
、
語
学
コ
ー
ス
に
九
〇
〇
時
間

ま
で
の
授
業
時
間
を
確
保
す
る
。

（
３
）
通
常
の
六
四
五
時
間
よ
り
少
な
い
時

間
で
統
合
コ
ー
ス
の
目
標
に
到
達
で
き
る
参

加
者
に
対
し
て
は
、
四
三
〇
時
間
で
終
了
で

き
る
集
中
コ
ー
ス
を
設
け
る
。

（
４
）
連
邦
統
一
テ
ス
ト
の
導
入
と
授
業
時

間
の
四
五
時
間
へ
の
延
長
に
よ
り
、
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
（
自
由
民
主
主
義

の
基
本
体
制
、
政
党
シ
ス
テ
ム
、
ド
イ
ツ
の

連
邦
制
、
社
会
国
家
性
、
同
権
、
寛
容
な
態

度
、
宗
教
の
自
由
な
ど
）
を
充
実
さ
せ
る
。

（
５
）
参
加
者
の
学
習
意
欲
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
良
い
成
績
で
終
了
し
た
受
講
者
に
は

コ
ー
ス
料
金
を
一
部
返
還
す
る
形
で
経
済
的

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
。

（
６
）
〇
九
年
一
月
一
日
よ
り
、「
言
語
に
関

す
る
欧
州
共
通
基
準
枠
」
の
言
語
水
準
Ａ
２

〜
Ｂ
１
を
証
明
す
る
た
め
の
習
熟
度
別
言
語

テ
ス
ト
を
導
入
す
る
。

（
７
）
参
加
義
務
の
あ
る
者
の
う
ち
、
求
職

者
の
基
礎
保
障
の
給
付
受
給
者
や
受
講
料
を

免
除
さ
れ
た
者
に
は
交
通
費
を
支
給
す
る
。

（
８
）
改
正
法
は
日
常
的
な
報
告
の
多
く
を

廃
止
し
、
こ
れ
を
随
時
報
告
に
切
り
替
え
る

こ
と
で
、
統
合
コ
ー
ス
実
施
主
体
（
約
一
八

〇
〇
機
関
）
の
大
幅
な
負
担
軽
減
を
図
る
。

ま
た
、「
支
援
と
要
請
」
の
原
則
に
従
っ
て
、

統
合
コ
ー
ス
参
加
者
の
努
力
義
務
に
軸
足
を

置
く
。

〔
注
〕

１
．
政
府
の
諮
問
機
関
と
し
て
、
労
働
市
場
へ
の
影
響
や

技
能
労
働
者
の
不
足
業
種
の
判
定
等
を
行
う
。
有
識
者

な
ど
で
構
成
。

２
．
地
域
に
対
す
る
社
会
的
影
響
や
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

通
じ
た
そ
の
対
応
な
ど
を
分
析
し
政
府
に
対
し
て
提
言

や
情
報
提
供
を
行
う
。
移
民
担
当
大
臣
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
担
当
大
臣
を
ト
ッ
プ
に
、
政
労
使
で
構
成
。

３
．
二
〇
〇
四
年
五
月
、
第
五
次
拡
大
で
加
盟
し
た
エ
ス

ト
ニ
ア
、
ラ
ト
ビ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
チ
ェ
コ
共
和
国
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、

ハ
ン
ガ
リ
ー

４
．
既
に
二
〇
世
紀
初
め
に
は
、
移
民
は
人
口
の
三
％
近

く
を
占
め
、
一
九
三
一
年
に
は
約
六
・
六
％
、
九
九
年

の
国
勢
調
査（
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｅ
：
国
立
経
済
統
計
研
究
所
）

で
は
約
七
・
四
％
、
〇
五
年
の
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｅ
の
人
口
調

査
で
は
八
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
国
籍
法

の
度
重
な
る
改
正
な
ど
に
よ
り
国
籍
法
が
正
し
く
認
識

さ
れ
て
お
ら
ず
、
人
口
調
査
の
際
、
子
ど
も
の
国
籍
を

間
違
っ
て
申
告
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

５
．
月
額
一
二
八
〇
ユ
ー
ロ
（
〇
七
年
）。

６
．
法
改
正
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
誌
〇
七
年
一
〇
月
号

で
報
じ
て
い
る
の
で
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

（
国
際
研
究
部　

天
瀬
光
二
、
大
島
秀
之
、

樋
口
英
夫
、
町
田
敦
子
）

図表３　総人口における移民の背景の有無（2005年）
合計 男性 女性

移民の背景のない人々 67,132 32,543 34,589

移民の背景のある人々 15,333 7,795 7,538

後期帰還移住者とその家族 4,053 1,995 2,058

市民権を与えられた移民およびドイツ人として生まれた移民の子供 3,959 1,992 1,967

外国籍の移民とドイツで生まれたその子供 7,321 3,809 3,512

合　　　計 82,465 40,339 42,127

出所：連邦政府ホームページ

（人）


